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１．ホームページのリニューアル 

 当センターのホームページのドメイン名が久留米大学の名前になった。ホームページの

内容も従来とは趣を異にして見やすく、カラフルになった。教育ツールの

e-learning(moodle)、e-portfolio(mahara)などにも対応し、さらに分野別認証のためのペ

ージや模擬患者さんへの案内も加えた。自己学習には e-learning(moodle)、ポートフォリ

オ評価には e-portfolio(mahara)を利用してほしい。 

 

２．ＳＰさんのための講演会 

平成 28年 7月 23日（土曜日、午後）に岐阜大学の藤崎 和彦教授によるＳＰさんたち

への講演をお願いした。OSCE のうち Post Clinical Clerkship OSCE（以前の Advanced OSCE）

が医師国家試験受験の要件となる観測があり、ＳＰさんの技術向上やＳＰさんによる学生

評価などについて講演いただく予定である。 

 

３．医学教育ワークショップ計画 

「学生に能動的学修を習慣づける」をメインテーマに、来る 9月 1日（木）と 2日（金）

に計画している医学教育ワークショップの会場となる久留米シティプラザの会議室（大、

中、小）を、4月 19 日（火）の内覧会を機に下見した。       

招聘公演は、①久留米大学文学部の安永 悟教授に「協同学習の考え方と技法（Learning 

through discussionを含む）（仮題）」、②日本歯科大学新潟生命科学部の長田 敬五教授に

「効果的な PBL tutorial（仮題）」（本学の PBL-Tを取り入れて発展させている先生）、③NPO

法人ささえあい医療人権センターCOML理事長の山口 育子氏に「医学教育に願うことーー

患者の立場から（仮題）」と題する講演を依頼した。 

このワークショップでは能動的学修のための教育技法や効果的な PBL-Tを初歩から学ぶ

ことができる。参加者の事前準備は不要なので、授業方法を改善したいと願う先生方には

是非体験参加してほしい。 

 

４．国試合格率と入学時年齢に関する分析 

 高校卒業から本学入学時年齢と国試合格率に関連があるか、2005年～2016 年まで、総数

596 名について分析した。2014 年まで入学時年齢は次第に高くなり、2015年以後入学時年

齢は低下した。18 歳入学者の国試合格率が最高で、19歳から徐々に低下し、22歳入学で最
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低になり、以後 26歳入学まで再上昇した。その後はまた低下した。すなわち入学時年齢が

高いと国試合格率は一般に低下する傾向があるものの、26歳での入学者は例外的に高いと

いう結果であった。現在、この傾向に及ぼす因子を分析中である。添付資料参照（学内の

み公開）。 

 

５．学外活動 

・医学教育学会 19期理事会における役割が決まり、神代は 18期までの「卒前臨床教

育委員会」と「基礎医学・生命科学委員会」を統合した「卒前教育委員会」に属する

（副委員長）ことになった。実際の活動は 7月以降。 

以上 

 

 

 

 


